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第２回市民会議 参考資料 

 

基幹博物館整備事業の基本設計（案）に対するパブリックコメントの状況 

 

 

１ 募集期間 

  平成３０年７月２５日（水）から８月２８日（火）まで 

 

２ 閲覧方法 

 ⑴ 市ホームページ 

⑵ 松本まるごと博物館ホームページ 

 ⑶ 窓口（松本市立博物館及び各分館、行政情報コーナー、各地区地域づくりセンター、

信州大学、松本大学） 

 

３ 実施結果 

 ⑴ 提出件数 

   ９７件（２４人） 

 ⑵ 提出方法 

区 分 件 数 人 数 

窓 口 ４９件 １３人 

ファクシミリ ２７件 ７人 

電子メール ２１件 ４人 

合 計 ９７件 ２４人 

 ⑶ 意見等の区分 

区 分 件 数 

反 映 す る 意 見  １２件 

趣 旨 同 一 の 意 見 ２１件 

参 考 と す る 意 見 ４５件 

対応が困難な意見  １２件 

質 問 の み ６件 

そ の 他 １件 

合 計 ９７件 

  

  



- 2 - 

 

⑷ 意見等の概要及び市の考え方 

№ 該当頁 意見等の概要 市の考え方 

1 P1 

新博物館の建設面積、延床面積等

は、博物館建設検討委員会が視察し

た三重県総合博物館の施設を一回り

小さくしただけの博物館である。県

立と市立の違いがあるのに、ほぼ同

規模の施設を整備する理由はどこに

あるのか。 

【質問のみ】 

 「松本まるごと博物館構想」の中

核施設としての機能や、運営・活動

に必要な施設規模と考えています。

また、中心市街地の活性化を図るた

め、交流・情報交換や観光・集客機

能を併せ持った施設としています。 

2 P1 

「松本学」とは何か。どこで定義

されたものなのか。市民に共有され

た概念となっているのか。 

【質問のみ】 

 「松本学」は、平成２１年３月策

定の「松本市基幹博物館基本計画」

において、「松本市域で培われた〈人〉

〈歴史・文化〉〈自然〉の切り口で、

地域社会の移り変わりや人の生き方

を総合的に学び、松本の未来を創造

する学」と定義されています。これ

からも博物館活動を通じて、広く市

民に認知していただけるよう努力し

ます。 

3 P1 

 新博物館のコンセプト「「松本学」

を探求し、「松本の未来」を創造する

博物館」に『松本の大地のおいたち』

も加えてほしい。 

【趣旨同一の意見】 

 「松本学」は、「松本市域で培われ

た〈人〉〈歴史・文化〉〈自然〉の切

り口で、地域社会の移り変わりや人

の生き方を総合的に学び、松本の未

来を創造する学」と定義されており、

御意見の趣旨も含んでいると考えて

います。 

4 P1 

 太陽光について、３階建ての屋根

に太陽光パネルを置く場合、周辺の

高い建物などへの光の反射や反射熱

の影響はないか。 

【参考とする意見】 

 太陽光発電パネルの設置について

は、事前にシミュレーションを行い、

近隣の住環境や周囲の道路空間への

影響が生じないよう検討します。 

5 P1 

複合扇状地という地形上、地下構

造も大変な工事だと思うが、地中熱

利用の可能性はあるのか。 

【質問のみ】 

 地中熱の利用については、空調設

備に地下水を利用した方策を検討し

ています。 

6 P1 

吹き抜け部分が全面ガラス張りに

なっており、意匠上の見栄えは良い

が、維持管理上、清掃、空調の効き

【対応が困難な意見】 

 大名町通り側の外観は、千歳橋か

らの人の注意を引くための建物とし
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料についても、博物館分館を含めた

既存施設で大切に保管します。 

43 P4 

 今後の地球上の気候変動や突然の

災害などに対し、守り続けてきた宝

物を失うことが最小限にとどめられ

るよう、収蔵庫については念には念

を入れてほしい。 

【趣旨同一の意見】 

 収蔵庫は博物館機能の最も根幹と

なる部分ですので、地震を始めとす

る各種災害への備えを万全に設計し

ています。 

44 P4 

 松本のイメージとして「水―湧水」

は大切で活用はしてほしいが、景観

水路として巡らせる場合、悪臭等が

生じないよう、流水路にしていただ

きたい。 

【参考とする意見】 

 建物の東西に設置予定の水景のあ

るポケットパークについては、水質

及び周辺環境を十分に調査し、悪臭

等が生じないよう流水路も含め検討

します。 

45 P4 

 地面からの光の反射によるまぶし

さやヒートアイランド現象の低減・

解消の視点から、南側の樹木や低木、

草花などを少しでも増やし落ち着い

た景観が保てるよう、建物の南壁面

の長さや色の観点以外でも工夫され

たい。 

【参考とする意見】 

 敷地内の植栽については「松本市

緑のデザインマニュアル」に示され

た緑化割合や植栽基準に考慮しなが

ら、敷地内の緑化に努めます。また、

南側壁面についても、地域に調和し、

圧迫感のない意匠となるよう検討を

重ねます。 

46 P4 

 大名町通り沿いの北側にある塀が

高すぎ、圧迫感を感じる。冬は日陰

となり雪も融けず寒くなる。 

【参考とする意見】 

 大名町通りに配慮した街路景観と

するため袖壁の設置を検討していま

すが、周辺環境への影響を考慮し、

高さについては実施設計の中で検討

します。 

47 P6 

 「マツもっと展示」というダジャ

レのような感性に違和感がある。 

【参考とする意見】 

 展示を通して松本をもっと知って

もらいたいという気持ちや、展示に

対する親しみやすさを醸成する狙い

で名称を考えたものです。最終的な

ネーミングについては、ご意見も参

考に、今後の管理・運営方針の中で

検討します。 

48 P6 

 マツもっと展示で市域にある博物

館を紹介するのは効果的だと思う

が、入口から遠く効果が薄いのでは

ないか。全ての来館者が向かうこと

ができ、自然と足が向く場所で、市

【趣旨同一の意見】 

 心地よい軒下空間に位置する「マ

ツもっと展示」に、多くの人々を導

くための方策を検討します。また、

市域にある博物館の紹介は、設計案
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域にある博物館の紹介に力を入れて

ほしい。 

にもあるとおり「導入展示」の中で

も紹介し、より多くの人々に情報を

発信します。 

49 P6 

 市域にある博物館の紹介は、是非、

行きたくなるような内容にしていた

だきたい。 

【趣旨同一の意見】 

 市域にある博物館の紹介に限ら

ず、全てのコンテンツについて、新

鮮で分かりやすい情報提供に心掛け

ます。 

50 P6 

 マツもっと展示について、イメー

ジ図を見ると、あれもこれもが並べ

られているように感じる。人の目線

よりかなり高い位置まで見てほしい

というのは無理がある。ショーウィ

ンドウにはインパクトのある物や店

舗ではない博物館としての落ち着き

もほしい。 

【参考とする意見】 

 観覧に適した展示什器の製作や展

示手法など、御意見を参考にしなが

ら、実施設計の中で検討します。 

51 P6 

 マツもっと展示は、手に取って見

ることができるのか。 

【質問のみ】 

 展示品保護等により、手に取って

見ることは想定していません。 

52 P7 

 導入展示の松本歴史年表は、壁に

表現する手法も含め、全ての人に見

やすいように考えられたい。 

【参考とする意見】 

 御意見を参考にしながら、より効

果的な展示手法を実施設計の中で検

討します。 

53 P7 

 導入展示の一部が階段の途中に設

置され、階段を使えない人が行けな

いようになってしまっている。 

【参考とする意見】 

 階段を利用しなくても、１階又は

２階から観覧できる展示構成を、実

施設計の中で検討します。 

54 P7 

 見るだけでなく触れて体感するよ

うな、体験型の博物館にしていただ

きたい。刀や兜、鎧などの松本にゆ

かりのもののレプリカをつくり、そ

れを身に着けることができると良い

のではないか。 

【趣旨同一の意見】 

 「常設展示」や「子ども向け展示」

を中心に、体感・体験を重視した展

示手法に努めます。 

55 P8 

 四賀化石館では、クジラの背骨を

持って重さを感じられたり、オオツ

ノジカやクジラの大きさが分かりや

すく感じられたり、小さいが引き込

む迫力がある。博物館は、説明を読

んで展示物を見るだけでなく、体

験・体感が必要だと考える。 

 同上 
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56 P7 

 松商学園高校講堂にある、今井五

介翁の塑像（石膏原型）を市民運動

で鋳造化し、博物館１階入口に目玉

として展示してはどうか。 

【参考とする意見】 

 個別・具体的な事項については、

調査・研究を進めた上で、特別展・

企画展等での公開を検討します。ま

た、市民運動と展示を結び付ける手

法は、今後の事業展開の一例として

参考とします。 

57 P8 

 常設展示にテーマが設けられ、展

示内容が更新されていくことによっ

て、来館者の興味を引き付けやすく

なるのではないか。 

【趣旨同一の意見】 

 設計案にあるとおり、各テーマを

定期的に更新し「変化し続ける常設

展示」を実現します。 

58 P8 

 ３年に一度くらいのリニューアル

や大型企画ができるように、資金の

回転をし、何回も行ってみたくなる

ようにしていただきたい。 

 同上 

59 P8 

 常設展示の内容が、市の中心部の

ものに集中している印象を受ける。

手を広げすぎると内容が薄くなって

しまうかもしれないが、それでも松

本は広いので、各方面の紹介もする

必要があると考える。 

【反映する意見】 

 合併地域を含め、より広域的な視

点で松本の多様性が訴えかけられる

よう、大テーマを中心に見直しを図

ります。 

60 P8 

 岳都を自称する割には山に関する

展示が少ないと感じる。合併した地

域にそうした資料が残っているので

はないか。 

 同上 

61 P8 

 旧松本市中心の展示に偏らず、合

併後の四賀・梓川・安曇・奈川・波

田への視点、また、これら５地域か

らの視点も忘れずに盛り込んでいた

だきたい。地域性を一括りにしたよ

うな展示・紹介にならないよう配慮

いただきたい。 

 同上 

62 P8 

 松本市は山間部も多いため、テー

マの中に「山」に関することを入れ、

農具等を展示できると良いのではな

いか。 

【反映する意見】 

 「山」は、三ガク都を構成する一

つとして重要と考えています。常設

展示の新たな展示テーマとして検討

します。なお、農具等の展示につい

ては、更新時の参考とします。 

63 P8 
 松本の山、自然に関することを大

テーマで取り上げていただきたい。

 同上 
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71 P8 

 七夕人形は、私達にとっては見慣

れたものではあるが、全国的に見れ

ば特別なものである。もっと声高に

広めても良いのではないか。 

【参考とする意見】 

 七夕人形は、国重要有形民俗文化

財に指定された松本を代表する民俗

資料です。七夕人形を始めとする松

本の特徴を多くの方に知ってもらえ

るよう今後の事業展開の中で検討し

ます。 

72 P8 

 新博物館も現在と同様に松本城を

訪れる観光客が主な来館者になると

思う。来館者数を十分に見込めるな

らば、無難でない、挑戦的な企画を

期待する。 

【参考とする意見】 

 特別展・企画展等で、新しい企画

を実施できるよう今後の事業展開の

中で検討します。 

73 P9 

 常設展示に、目の不自由な方にも

楽しんでもらえることができる、五

感を刺激するような仕掛けがあると

より良くなるのではないか。 

【趣旨同一の意見】 

 ユニバーサルデザインの考えの

下、誰もが楽しめる博物館を実現し

ます。常設展示では、体験を促す仕

掛けや五感を刺激するような展示手

法を検討します。 

74 P11 

 「子ども向け、親子向け」は、そ

れ以外の者は入り込めない排除ワー

ドである。「子どもに分かりやすい」

は、大人にも分かりやすい。分ける

必要の無い、境の無いユニバーサル

デザインの実現を期待する。 

【参考とする意見】 

 「子ども向け展示室」は、博物館

でなければできない体験（モノや人

に関わり、楽しむ活動など）を通じ

て、多くの子どもたちに博物館を好

きになってもらう場所として設置し

たものです。ユニバーサルデザイン

の考えの下、御指摘の趣旨も踏まえ、

今後の管理・運営方針の中で検討し

ます。 具体的なアイテムやコンテ

ンツについては、今後の実施設計の

中で検討します。 

75 P11 

 子ども向けの展示で得られるたく

さんの発見や体験は、視覚ばかりで

なく実際に物に触れ、体感できる仕

組みを増やしてほしい。 

 同上 

76 P11 

 子どもに多く来てもらい、子ども

たちにも楽しんでもらわないとなら

ないが、今のままでは内容が薄いの

ではないか。子どもは化石に興味を

持ちやすいと思うので、化石に触れ

られる体験ができるコーナーを常設

【参考とする意見】 

 子ども向け展示室の充実を図ると

ともに、子どもワークショップ等の

開催などを検討します。化石につい

ては、四賀化石館で様々な体験がで

きますが、連携した事業展開につい
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り、工夫・改善しながら、松本城と

共に基幹博物館が子どもから大人ま

で広く愛され発展していく館である

ことを願う。 

ら、幅広い年代の方々に親しまれる

ような展示手法について検討し、実

践していきます。 

97 その他 

 博物館、外堀及び内環状北線、大

名町通りの高質化は、お城を中心と

した市街中心部の再開発として、総

合的ビジョンの下に行われるべきと

考える。それぞれの計画をすり合わ

せることも無く、街路デザイン等の

一体感ある開発が可能なのか。統括

部署を設置し、総合的な開発を企画

するとともに、窓口を一本化し住民

への対応の明確化、責任の一本化を

希望する。 

【その他】 

 基幹博物館整備を始めとする各整

備は、平成２７年３月策定の「松本

城三の丸地区整備基本方針」に則り

行っています。また、街路デザイン

等の景観についても、整備ごとに市

景観審議会に協議するとともに、「お

城周辺地区の街並みガイドライン」

に沿って進めているところです。地

区全体の整備方針は市建設部が統括

していますが、各整備に関する窓口

は、迅速な対応を行うこと、責任の

所在を明確化することから、それぞ

れ所管課で対応していますので御理

解ください。 

 

 


